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概  要 

 

金属繊維の編立工程においては、高屈曲耐性と編成性が求められる。そこで、

撚糸加工により金属繊維にポリエステル糸などをカバリングして、編成性（編

みやすさ）を向上させた導電糸を開発した(図 1)。また、開発した導電糸を用

いて丸編地(図 2)や横編地(図 3)を試作した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

芯に用いた極細ステンレス線は剛性が高く、曲げ変形しづらいため編成するこ

とは困難であった。本技術では、極細ステンレス線にポリエステル糸などの安

価で手に入りやすい素材をカバリングすることで、導電糸の編成を可能とし

た。 

本技術の 

有用性 

ニット用カバードヤーンを編成することで、芯の金属繊維により導電性があ

り、ニット特有のしなやかさや伸縮性もあわせ持つ衣服等を開発することがで

きる。また、導電糸の表面は絶縁性のため、絶縁処理の必要がない。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

図 1 カバードヤーン     図 2 丸編地       図 3 横編地 
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スマートテキスタイル製品 
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